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最近、生活リズムが乱れていたり、ストレスや疲労がたまっていません
か？日々の疲れに加え、気温が下がる時期はとくに免疫力が低下しやすい
といわれています。今回は免疫力が低下している時に注意が必要な病気
「帯状疱疹」についてのお話です。 
 
 
 
 
 
〇帯状疱疹(たいじょうほうしん)とは・・・ 
 
帯状疱疹は水ぼうそうと同じウイルスが原因で起こる皮膚疾患です。 
水ぼうそうが治癒した後もウイルスが神経に潜伏し、免疫力低下や加齢に
伴い、ウイルスが再び活性化することによって発症します。 
 
子供のころに水ぼうそうになったことがある方は、すべて発症するわけで
はありませんが、体調などによって発症する可能性があります。 
 
〇症状と経過 
皮膚症状の出現２～３日前からかゆみもしくは痛みが出現し、その後皮膚
が赤く腫れます。 
次第に体の左右どちらか、体に分布している神経に沿う形で水疱(水ぶく
れ)が帯状に出現します。症状が出やすいのは胸から背中で、他には顔、下
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腹部、腕、足、おしりの下などにも現れます。 
顔に発症すると周囲にむくみが出ることがあり、眼の周囲の帯状疱疹では
眼にも炎症を起こしやすく、ひどい場合には視力障害を残すこともあるの
で注意が必要です。また、耳の周囲の帯状疱疹は顔面神経麻痺や難聴、め
まいを起こすこともあります。 

 
１週間程度経過すると、水疱の多発、発熱、頭痛、リンパ節腫脹などの症
状も出現するようになります。通常２～４週間で水疱が破れてかさぶた状
になり、皮膚が正常に戻ります。 
皮膚に現れた水疱にはウイルスが含まれており、水痘ワクチン未接種者な
どの免疫を持たない人と接触すると、感染して水痘を発症することがあり
ます。すべての水疱がかさぶた状になれば、周囲への感染力はなくなりま
す。発症したら注意して生活するようにしましょう。 
次回は治療や合併症、予防についてご紹介します。 
 
＜参考・引用文献＞2024年 10月参照 
健康の森［日本医師会ホームページ］帯状疱疹 (med.or.jp) 
帯状疱疹 Shingles(Herpes Zoster) | 東京都感染症情報センター (tokyo.lg.jp) 

注意したい特徴 

・身体の左右どちらかにピリピリチクチクした痛みがある 

・痛い部分が帯状に赤くなり、やがて水ぶくれになりひどく痛む 

https://www.med.or.jp/forest/check/taijo/index.html
https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/herpes_zoster/

